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概要：単元の学習を振り返りまとめる活動は，効果があるとされている。新学習指導要領においても，

学習内容の確実な定着のため，児童・生徒が学習したことを振り返る活動を計画的に取り入れるこ

とが，引き続き重視されている。そこで，小学校理科において単元の学習を振り返りまとめる活動を

取り入れた群とそうでない群を比較したところ，学習内容の定着や学習意欲に差がみられることが

確認できた。 
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１ はじめに 

「情報活用能力育成のために（文部科学省 

2015）」では，情報活用能力を育成する学習活動

例の一つとして「学習を振り返り，まとめる」

を挙げている。 

 小学校理科においても単元の学習を振り返り

まとめる活動は重視されており，教科書では，

単元の学習を振り返りまとめるページが設けら

れている。 

 さらに，新小学校学習指導要領の総則（文部

科学省 2017）において「児童が学習の見通し

を立てたり学習したことを振り返ったりする活

動を，計画的に取り入れるように工夫すること」

と記述されており，現行の小学校学習指導要領

と同じように重視されている。そして，「これら

の指導を通じ，児童の学習意欲が向上するとと

もに，児童が学習している事項について，事前

に見通しを立てたり，事後に振り返ったりする

ことで学習内容の確実な定着が図られ，各教科

等で目指す資質・能力の育成にも資するものと

考えられる」と記述されている。 

 しかし，単元の学習を振り返りまとめる活動

が，学習内容の定着につながったか，学習意欲

が向上したかについてはあまり明確になってい

ない。そこで，児童に学習内容を確実に身につ

けさせるために，単元の学習を振り返りまとめ

る活動について実践を行い，効果を検討した。 

２ 目的 

 小学校理科において単元の学習を振り返りま

とめる活動による学習内容の定着や学習意欲の

向上を検討する。 

３ 対象 

 対象は，６年生児童で，２クラスを単元の学

習を振り返りまとめる活動を行った群(以下 

まとめ有り群)と単元の学習を振り返りまとめ

る活動を行っていない群（以下 まとめ無し群）

に分けて実践した。実践は，それぞれの担任が

行った。まとめ有り群の担任は，28年目のベテ

ランで，まとめ無し群の担任は採用２年目の若

手であった。 

４ 実践１ 

 「てこのしくみとはらたき」(10時間) 

  まず，それぞれの群で担任による授業を 10

時間行った。次に，市販のテスト１（図２）を

実施した。その後，まとめ有り群ではA4 の用

紙１枚に単元のまとめ(図３)を書き，まとめ無

し群では，何も行わなかった。テスト１実施か

ら約 50日後に同じ問題でテスト２を行った。 

 



 

 

 単元のまとめは，A4 1 枚として，これまで

の学習を振り返り，新聞形式でまとめた。時間

は約 25分間である。 

 児童は，教科書やノートを見ながら，学習内

容を振り返りまとめた。教師は，キーワードを

選択して記入することや図や絵を使って，分か

りやすく説明することを指導した。 

 

 

５ 実践２ 

 「電気と私たちの生活」(12時間） 

 １回目の「てこのはたらき」の実践では，ま

とめ有り群の方が単元のまとめの分だけ学習時

間が長いこと，市販テストで測定しにくい記述

問題による効果の有無といった課題があった。 

 そこで，「電気と私たちの生活」では，以下

のように取り組んだ。 

 まず，まとめ有り群で単元のまとめを書く時

間に，まとめ無し群では教科書にある発展教材

の「ものづくり」を行い，授業時数の差をなく

した。 

 次に，学習意欲やより深い理解を調べるため

に記述テストを行った。(図５) 

 

 

 

 単元の授業(11時間)を終えたあと市販のテ

スト１と同時に記述テスト１を行った。記述テ

ストでは，「身の回りで使われている LEDを書

く問題」「LEDが増えてきた理由を答える問

題」や「そのことを確かめる実験を書く問題」

等に取り組ませた。 

 その後，まとめ有り群では，単元のまとめを

書く活動（図６）まとめ無し群では，教科書に

ある発展教材の「ものづくり」を行った。今回

の単元のまとめを書く活動は，授業時数が長

く，学習内容も多いため，A4 １枚ではなく，

ノート見開き 2ページ B4 １枚程度の大きさ

で行った。まとめ方は，前回と同様で教科書や

ノートを見直し，大切なことを書いていった。

時間は 45 分間とした。 



 その約２週間後，市販のテスト２と記述テス

ト２を行った。なお，テスト１と２，記述テス

ト１と２は同じ問題である。また，テスト１で

は実施後，答え合わせを行ったが，記述テスト

では，1回目の実施後の答え合わせは行ってい

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 結果と考察 

 実践 1から 

 テスト１から約 50日後にテスト２（同じ問

題）を行った。観点別（各 50 点満点）の平均

点を表１に示す。 

 

 

・まとめ有り群では，すべての観点で得点が増

加していたのに対して，まとめ無し群では，全

ての観点で減少していた。単元の学習を振り返

りまとめる活動は，学習内容の定着に効果があ

ると考える。 

 テスト１とテスト２を学力上位（50点），

学力中位（31点～49点），学力下位（30点以

下）に分けて分析した。（表２） 

 

 



・まとめ有り群では，中位の児童の得点が増加

している。まとめ無し群では，上中位の児童の

得点が減少している。このことから，単元の学

習を振り返りまとめる活動は，中位の児童の成

績の向上に効果があることが示唆されている。

一方，下位の児童に大きな変化がないことか

ら，下位の児童は単元の学習を振り返りまとめ

る活動そのものが十分に行うことができず，ど

のような手立てが必要か，今後の課題である。 

・観点別にみると，特に技能の面での得点の差

が大きかった。この単元での技能は，「おもり

の重さ×視点からの距離」に関する問題だっ

た。単元の学習を振り返りまとめる活動で，間

違ったところを見直し，知識を再構成すること

によって得点が伸びたのだと考える。 

 

 実践２から 

 市販テストの結果から 

 てこの場合と同様にテスト１とテスト２の観

点別の平均点を，表３に示す。 

 

 

 

・まとめ有り群，まとめ無し群ともほとんどの

観点で得点の増加が見られた。今回は，テスト

の間隔が約２週間と短かったことが原因の一つ

と考える。 

・テスト１とテスト２の伸びを比較すると，ま

とめ有り群の知識・理解の部分の伸びが大きか

った。（3.3点増）テスト１では，知識理解の

観点では，両郡ともほとんど差がなかったこと

から，単元を振り返りまとめる活動の効果と考

えることができる。 

 記述テストの結果から 

・身の回りの LED製品を答える問題では，その

数がまとめ有り群が平均 1.6個→平均 2.6個，

まとめ無し群が平均 1.5個→平均 1.6個であ

り，まとめ有り群の方が増加した。このことか

ら，まとめ有り群の方が LEDに対しての関心が

高まり学習意欲が向上したと考えられる。 

・LEDが増えてきた理由については，両群とも

正答率の差がなかった。 

・LEDが増えたことを確かめる実験を図で書く

問題では，まとめ有り群は 54％→68％の正答

率，まとめ無し群は 39％→50％の正答率と両

群とも伸びた。 

７ まとめ 

 小学校理科において，単元の学習を振り返り

まとめる活動を行い，二つの単元でその効果を

検討したところ，以下の点が示唆された。 

・単元の学習を振り返りまとめる活動を行った

群の方が学習した内容の定着が確認された。そ

して，それは特に学力の中位の児童が向上して

いた。 

・単元の学習を振り返りまとめる活動を行った

群の方が身の回りの LED製品を答える個数が増

加していることから，LEDへの関心が高まり学

習意欲が向上したと考えられる。 

 一方，今後の課題として，次の点が挙げられ

る。 

・単元の学習を振り返りまとめる活動で，特に

学力の下位の児童にどのようにまとめさせると

より効果があるのか。 
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